
「高松市総合都市交通計画」の推進
～人と環境にやさしく 快適で利用しやすい 公共交通体系の構築～



高松市の概要

【人口】 約42万人

【面積】 約375k㎡

【位置、気候】

・ 長く、四国の玄関として発展（宇高連絡船）

・ 瀬戸内海に面し、温暖・少雨

・ 傾斜が緩い地形
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【最近の概況】

・ S63 瀬戸大橋開通

・ H元 新高松空港開港

・ H４ 四国横断自動車道の市域内延伸

・ H11 中核市へ移行

・ H17年度 周辺６町と合併



総合都市交通計画策定までの流れ
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●第5次高松市総合計画（H20.2）
道州制時代に中枢拠点性を担えるまちを目指し、拠点性を高める交通網整備のほか、快適で
人にやさしい都市交通の形成に努める。

●都市計画マスタープラン（H20.12）
都市構造実現のための交通体系として、多様な交通手段が有機的に連携し、過度に自動車に
頼ることなく、すべての市民が安全で快適に移動できる、環境にやさしい、公共交通を基軸とし
た利便性の高い総合交通体系の構築を目指す。

関連計画の策定

Ｈ22年 高松市総合都市交通計画

上位計画の更新

Ｈ14年 高松市総合都市交通計画

・ 少子・超高齢社会の到来や、地球規模での環境問題など、社会経済情勢の大きな変化
・ 平成17年度の近隣の6町との合併

●高松市環境配慮型都市交通計画（H22.1）
歩いて暮らせる環境負荷の小さいまちづくりに必要な交通体系を構築することにより、地域
における地球温暖化対策を推進

●高松市交通戦略計画（H22.7）
新交通システムの必要性及び導入の可能性を中心に、高松市が目指す交通体系の実現
に向けた戦略的施策を検討

●高松地区における自転車を利用した都市づくり計画（H20.11）
自転車利用の有効活用、歩行者と自転車の安全で快適な空間の確保、人と環境にやさし
いまちづくりなどの自転車利用の促進



高松市総合都市交通計画の目指す姿
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(3) 回遊性ある交通体系への
再構築

(1) 各拠点に公共交通サービスを
集約・強化

(2) 公共交通軸上の拠点
を対象とした交通結節機能の強化

(5) 地域の特性や利用者ニーズに
見合った交通体系への再構築

【将 来】

コンパクト･エコシティの
実現に向けて・・・

(4) 都心地域へ向かう

交通流動の多くは
自動車利用

(1) 公共交通サービス
（特にバス）が都心
地域に一極集中

(2) 自動車から鉄道、バスへ
の乗り継ぎ（交通結節機能）が
不十分

(3) 回遊性の低い都心地域の公共交通

(5) 都心地域へ向かう交通
流動の多くは自動車利用、
利用者が少ないバス路線

【現 状】

(4) 自動車から公共交通、
自転車への転換を促す
交通体系への再構築



高松市総合都市交通計画の推進体制
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高松市総合都市交通戦略
検討協議会

高松市環境配慮型都市
交通計画推進協議会

自転車を利用した都市づくりを進める
協議会・高松地区委員会

高松市環境配慮型都市交通計画
（H22.1策定）

高松地区における自転車を利用した
都市づくり計画（H20.11策定）

市民啓発
部会

道路空間
再編部会

公共交通
ネットワーク部会

総合都市交通計画
（H22.11策定）

安全空間
確保部会

安全教育
部会

利用促進
部会

駐輪
対策部会

地域活性化
部会

計
画
策
定
体
制

計
画
推
進
体
制

高松市交通戦略計画
（H22.7策定）

高松市総合都市交通計画推進協議会（Ｈ22.11設置）

交通機能部会
（LRT導入検討とも） 市民啓発部会 交通結節部会

自転車を利用した都市づくりを進める
協議会・高松地区委員会

５部会（同様）



取組事例～公共交通利用促進～「バス運行社会実験」①

6



取組事例～公共交通利用促進～「バス運行社会実験」②
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取組事例～公共交通利用促進～「バス運行社会実験」③
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※ 赤色の濃い箇所が、人口密度が高
く、鉄道駅・バス停勢圏からはずれた
箇所である。

人口密度（1km2当り）

森林区域

鉄道駅勢圏（500m）

路線バス停勢圏（300m）

コミュニティバス停勢圏
（300m）

取組事例～公共交通利用促進～
「地域組織主体のコミバス導入支援」

【市の支援に係る基本理念】

・ 交通空白ないし交通不便地域において、
地域コミュニティ組織が運行主体となり、利
用の促進を始め、一定の地域負担（寄付
金・協力金や地域での回数券購入、世帯割
負担金など）を行うものであること

⇒地元の利用なくして持続性はない

・ 市としても最低限の移動を支える便につ
いては、手厚く補助

・ 利用実績が減少する場合には、市補助
率が低減

⇒利用の喚起



◆ 概 要

自転車交通量が多く、車道車線数の削減が可能
な路線において、自転車専用レーンを整備

（防護柵、縁石等による分離、原則両側設置）

◆ 概 要

自転車交通量が多く、車道車線数の削減が可能
な路線において、自転車専用レーンを整備

（防護柵、縁石等による分離、原則両側設置）

◆ 代表路線

市道 五番町西宝線（22年度より整備）

◆ 代表路線

市道 五番町西宝線（22年度より整備）

【整備イメージ】

【経 緯】

・H20.1 「自転車通行環境整備モ
デル地区」指定

・H21.2 社会実験実施（3週間）

・H22.2： 五番町西宝線1.8km区間
について、整備を公表
（現在、整備中）

安全空間確保部会
で整備詳細協議

取組事例～自転車利用促進～「自転車走行空間整備」

整備後
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【放置自転車を活用したレンタサイクル事業】

◆ 利用状況（H21年度決算）
・ 収入： 約29百万円、支出： 約53百万円
・ 年間約31万人が利用

※ 22年度において、管理人件費削減のため、
システム再構築を行った。
（総務省ユビキタスタウン構想）

◆ 利用状況（H21年度決算）
・ 収入： 約29百万円、支出： 約53百万円
・ 年間約31万人が利用

※ 22年度において、管理人件費削減のため、
システム再構築を行った。
（総務省ユビキタスタウン構想）

◆ 事業概要（現在）
・ レンタサイクルポート： ７箇所
・ レンタサイクル台数： 約1,250台
・ 受付時間： ７：00～22：00
・ 利用料金： 100円/日、他に定期料金設定

◆ 事業概要（現在）
・ レンタサイクルポート： ７箇所
・ レンタサイクル台数： 約1,250台
・ 受付時間： ７：00～22：00
・ 利用料金： 100円/日、他に定期料金設定

◆ 経 緯

駅周辺の放置自転車問題の深刻化

利便性の高い端末移動手段の確保

⇒ ・ H12.11 社会実験を実施

・ H13.3 条例・規則制定

◆ 経 緯

駅周辺の放置自転車問題の深刻化

利便性の高い端末移動手段の確保

⇒ ・ H12.11 社会実験を実施

・ H13.3 条例・規則制定

レンタサイクルポート

片原町駅前ポート
TEL087-822-9521

取組事例～自転車利用の促進～
「ＩＣ化によるレンタサイクルの利便性向上」
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取組事例～市民に対する啓発活動～
「カーフリーデー高松の開催」
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● ４回目となる今年度は、開催場所を２
会場に拡大し開催
（平成23年９月19日（月：敬老の日））

● 当日は、午後から雨模様となったが、
エコ実験ショー、音楽ライブ、おもしろ自
転車の試乗、ミニ電車の運行など、予定
していた多彩なイベント・啓発事業を全て
予定どおり実施

● 両会場合計で約25,000人の来場
● 新聞やテレビ・ラジオ等で取り上げられ、
「カーフリーデー」という言葉とともに、
「車の使い方を見直そう」という趣旨が、
市民に浸透しつつある。



取組事例～市民に対する啓発活動～「バスマップ配布」

• 公共交通事業者や関係機関が作成する路線図、時刻表を確保するなど、
情報提供に必要な資料を整え、市への転入者やマイカー通勤者に提供し
ている。

•より多様な交通手段を取りまとめたマップの作成が課題となっている。
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取組事例～交通事業者と地域の連携～「交通系ＩＣカード」
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香川大学・学生証
（H21.4～）

レンタサイクル利用証の連携
（H23.4～）

IruCaカードが使える店舗

市職員証
（H22.1～）



ご清聴ありがとうございました。
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